
原
始
分
法
華
経
に
お
け
る
般
若
波
羅
蜜

望

j毎

淑

月

大
乗
仏
教
は
般
若
経
に
基
盤
を
お
き
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
来
た
と
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
法
華
経
に
於
て
も
般
若
経
の
影
響
が
認

め
ら
れ
る
筈
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
飛
躍
も
存
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
辛
経
に
見
ら
れ
る
般
若
波
雑
蜜
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
こ
の

点
に
関
す
る
考
慮
を
し
て
み
た
い
。

分
別
功
徳
品
は
如
米
寿
命
長
遠
法
門
叶

E
v
r百件、凶
M15
自
己
創

E
E
E
E
同
区
弓
仙
M
G
の
説
示
を
闘
い
た
衆
生
の
功
徳
に
就
て
言
及
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
法
門
聴
受
の
功
徳
は

共
有
一
一
衆
生
二
聞
ニ
仏
寿
命
長
述
如
－
レ
日
巧
乃
至
能
生
二
念
信
解
一
。
所
得
功
徳
川
間
レ
有
ニ
限
量
一
。
若
有
一
一
善
男
子
善
女
人
一
。
為
三
阿
稿
ラ

羅
三
説
三
菩
提
一
故
於
ニ
八
十
万
億
那
由
他
劫
一
。
行
ニ
五
波
縦
蛍
一
。
檀
波
縦
蛍
。
戸
縦
波
維
蜜
。
犀
捉
波
維
蜜
。
毘
梨
耶
波
縦
質
。
禅

波
羅
蜜
。
除
ニ
般
若
波
羅
蜜
目
。
以
一
一
是
功
徳
一
比
二
前
功
徳
一
。
百
分
千
分
百
千
万
億
分
不
レ
及
↓
主
ハ
了
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
菩
薩
の
行
で
あ
る
六
波
縦
蜜
の
う
ち
五
波
縦
蛍
の
行
と
如
米
寿
命
法
門
聴
受
と
の
優
劣
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
が
、
同
時
に
六
波
維
蛍
の
桜
一
回
に
般
若
、
波
維
蛍
が
付
し
、
般
布
、
減
維
蛍
が
如
米
寿
（
川
法
門
を
示
唆
す
る
も
と
と
考
え
得
る
よ
う
で
あ
る

- 49ー



即
ち
、
如
上
の
文
章
に
続
い
て
究
文
法
華
経
は

日自己吋判

g
笹
川
凶
ぬ
丘
、

UMJM由
1
1
育
問
自
帥
信
回

1
E
E
E
2
H
d
色
町
川
口
自
白
l
H）2
1
q
R
d
b円ロ
H4帥

、，q
白片山凶吋ぬ《凶

ωぴ
日
比

5
ロの可州民
w
d
£
m

刷、

帥一

EO叶
mwJ1白ヴロ
aH凶
M10丹
防

由。
、凹口同町凶《凶

3
5
B
0
3
g
g
a
 
HV己
AMu－mwσ
町一回
mHHV目付凶門白
HMM

切片山田岱」
Hmw円山

σ亘
書
釦
｜
』
B
S
l

ω白骨］
F
a

司釦『同
mHM同U1釦口同

（
こ
の
如
来
の
生
命
の
量
の
説
示
の
法
門
を
聞
い
て
化
作
し
、
解
脱
し
、
会
得
し
、
覚
る
で
あ
ろ
う
人
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
無
限

の
仏
智
に
到
る
べ
き
功
徳
の
様
相
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
）

と
語
り
、
更
に

日
自
白
昌
弘
同
信
H
E
m－－）向同門
U
1
3
1
m
S
E
M川MEM－h自
己

MMHMmw口白

4MMSHAHHuuamu－R
O
E－g
m
4
ω
r
h帥口同
M1M同
〈
岱
〈
同
号
店
内
同
司
凶
日
々
mgo口白

4M剛

HU『出］回同州凶
M1白
」
hmF
白白

nMHV同門凶
U10門同

σω
甘
口
仲
良
山
召

HV口
信
五
σ古
田
町
凶
呂
田
－
S
E
a
s
－2
】
白
！
日
）
己
5
4
m凶
W
己
］
岱
｜
【
山
口
甘
芹
仰
ぐ
凶

- 50-

回以】守白田岱
4
0己
σロ
aayM凶｜］即日嗣口白

8
8
A『ミ
g
E
U
1白
E
H
4
2山口
ι
3
m
B
m
g官
W
F吋
弔
問

B
S
m
H
U
1
m
z
m
E

（
こ
の
法
門
を
受
持
せ
る
者
（
善
男
子
善
女
人
）
は
布
施
・
持
戒
・
忍
耐
・
精
進
・
禅
定
・
或
は
慧
を
成
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
彼
等

は
仏
智
を
発
生
す
べ
き
無
量
無
限
界
な
る
、
よ
り
多
く
の
功
徳
の
様
相
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
）

等
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
自
由
昌
弘
町
民
自
白
司
2
1
q
m
は
詳
く
は

E
5
ω
ぬ
丘
、

ωヲ阿国
l
H
V
H
E
R居
間
口
町
号
吉
右
己
居
片
岡
村
Hmw
也知円河川凶可、白の

こ
と
で
あ
り
、
如
来
寿
命
法
門
を
聴
受
す
る
と
こ
ろ
の
人
は
六
波
羅
蜜
を
成
ず
る
人
で
あ
り
、
仏
智
に
到
達
す
べ
き
功
徳
を
有
す
る
も
の

マ
あ
る
こ
と
を
説
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
分
別
功
徳
品
の
説
相
は
、
六
波
雑
蜜
中
の
般
宗
波
羅
蜜
を
も
っ
て
乃
至
、
六
度
を
も

っ
て
如
来
寿
命
法
門
に
対
す
る
受
持
に
お
き
換
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

ど
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
換
質
に

対
す
る
忠
惣
的
基
盤
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。



2-

山
山
訳
法
華
経
に
於
て
も
智
・
慧
或
は
智
慧
等
の
語
は
数
多
く
使
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
此
等
の
訳
語
に
対
す
る
究
文
で
は
吉
凶
ロ

P
S
2丘
鼠

回
岱
門
〈
お
］
即
日
目
白
旦

3
仰
を
撰
び
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
、
こ
の
三
種
の
語
の
中
で
最
も
多
く
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
］
g
D
P
で

あ
り
、
智
・
智
慧
・
智
・
慧
等
と
漢
訳
せ
ら
れ
、

8
2丘
町
帥
己
防
は
一
切
種
智
・
一
切
智
・
仏
慧
と
訳
さ
れ
、
官
丘
町
仰
は
智
・
慧
・
智
持
一
0

・

般
若
と
渓
訳
せ
ら
れ
て
い
る

古
川
富
山
は
ず
＼
剖
叫
に

RHを
付
加
し
た
語
で
あ
り
官
5
4司
Hoaぬ
O
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は

iEω
口
問
の
も
つ
匂
5
0昨
日
。
巳
｝
S
o
d
i
o
a
m
oと

区
別
せ
ら
れ
る

0
1古
川
凶
口
白
は

i
＋
ザ
＼
剖
叫
＋
口
問
で
あ
っ
て
接
頭
語
ー
に
は
分
離
、
分
け
る
等
の
義
が
存
す
る
の
で
、
そ
れ
は
分
別
せ
ら

れ
る
も
の
、
理
解
せ
ら
れ
る
も
の
の
意
義
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
語
で
識
と
訳
出
せ
ら
れ
る
。

』
出
削
口
白
は
可
戸
m
w
w
ロ
0
4司
】
O
円山m
H
m
w
u

項
目
色
。
H
H
H

等
と
訳
す
が
、
主
門
田
町
・
仰
の
学
識
に
対
し
需
智
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
宇
宙
の
本
体
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
の
智
を
意
味
す
る
。
従
つ

て、

Z
笹
川
紅
白
宮
古
川
山
口

pσ
戸
広
島
出
｜
］
思
口
問
等
の
使
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
如
来
の
所
有
す
る
智
、

一
切
を
あ
り
の
ま
』
に
知
る
こ
と

を
一
示
す
知
百
を
志
味
す
る
。
即
ち
、
古
川
吉
川
H

は
覚
者
の
所
有
す
る
覚
り
の
嘱
性
を
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
後
代
の
解
釈
に
、
知
る
は

た
ら
き
、
さ
と
り
の
智
と
な
さ
れ
る
の
は
此
の
点
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

即
位
円
ぐ
と
民
創
出
凶
は
由
民
d
p
a＋
戸
、
＼
町
一
＋
ロ
凶
で
あ
り
同
門
首
0
3
0ロ
の
出
U
1

日
〕
門
広
∞
出
口
吻
対
立
件
。
目
立
一
。
口
問
円
U
1

に
。
宮
口
町
立
O

Z

E

O

U
日H
F
m
u同

O同

∞戸【
E
H
E
と
示
さ
れ
て
い
る
如
く
に
、

古川
W
H
M
H
H

と
同
じ
く
如
来
の
覚
り
の
嘱
性
を
示
す
も
の
で
、
］
自
に

83ω
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
古
川
富
山
の
も
つ
意
を
更
に
強
化
表
現
し
、
如
来
の
吉
凶
ロ
ω
が
伶
大
に
し
て
遍
在
せ
る
も
の
な
る
を
示
さ
ん
と
す
る
語
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、

一
切
種
智
と
融
訳
さ
れ
、
内
外
一
切
の
存
在
の
様
相
を
知
る
叡
智
を
意
味
す
る
。
大
智
度
論
巻
十
八
に
は
諸
の
菩
薩
は
初
発
心

-51-



よ
り
一
切
韓
智
を
求
め
、
そ
の
中
間
に
於
て
諸
法
の
実
相
を
知
る
慧
は
般
若
波
経
蜜
で
あ
り
、
こ
れ
が
仏
心
の
中
に
於
て
は
一
切
積
智
と

な
る
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
苦
北
陸
修
行
の
目
的
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
る
智
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

日
）
円
丘
町
仰
は
古
ωに
u
gを
付
加
し
た
も
の
で

1
古
似
口
問
と
医
別
す
る
た
め
に
般
若
と
表
現
せ
ら
れ
る
。
接
頭
語

U
E
は同
0
2
5
丘
λ
。円昨日グ

向。門
0
・
O
D
d
s
E等
の
意
を
有
す
る
の
で
、
日
）

E
E仰
は
の

O
B一
口
ぬ
き

σω
と
し
て
力
動
的
な
生
成
修
成
を
内
包
す
る
と
い
い
う
る
。
従
っ
て

人
聞
が
真
実
の
生
命
に
限
覚
め
た
と
き
に
あ
ら
わ
れ
る
根
源
的
な
叡
智
の
こ
と
で
あ
り
、
更
に
如
来
に
於
て
あ
ら
ん
と
欲
し
修
習
す
る
も

の
で
あ
る
点
で
実
践
的
要
素
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、

胃
丘
町
仰
は
客
観
的
な
智
慧
で
な
く
、
寧
ろ
主
観
的
自
覚
的
要
素
を
有
し
て
お
る

と
い
い
う
る
。
佐
々
木
現
順
氏
は
そ
の
論
文
「
智
慧
の
概
念
」
の
中
で
、
慧
胃
丘
町
釦
と
智
古
U
D
向
と
に
一
一
一
一
口
及
し
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
知
日
と
慧
の
白
覚
的
区
別
が
そ
の
実
践
論
の
基
礎
に
横
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
実
践
論
の
原
理
は
二
様
に
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
慧
が
智

を
目
途
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
そ
れ
は
向
上
的
で
あ
り
、
第
二
に
慧
が
智
に
よ
っ
て
指
導
せ
ら
れ
規
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ

は
向
下
的
で
あ
る
、
と
な
し
て
い
る
。
慧
の
能
動
性
と
は
か
h

る
立
味
に
於
て
で
あ
る
。
こ
の
点
に
於
て
両
者
は
そ
の
牲
を
異
に
し
て
い

- 52ー

る
と
い
い
う
る
。

3 

右
の
様
な
一
応
の
差
別
の
上
に
於
て
法
華
経
に
於
け
る
胃
丘
町
仰
の
使
用
例
を
見
て
い
く
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

…
仔
晶
第
一
は
の
三
日
出
店
内

U
Eに
集
っ
た
菩
薩
等
に
対
す
る
説
明
の
中
で

S
3白
山
門
員
宮
内
凶

σ
E
J
Z
S、似国門戸〈白山門口一宮内】
σ
E
R
g
b同
fσ
宵
間
宮
仔

E
i自
己
注
何
回
l
O
R仲
間

3
2
1自
己

w
g
l
H）
円
旦
宮
町
：
：
：
H

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
田
恒
三
百
戸

wrー
胃
丘
町
仰
に
対
す
る
漠
訳
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

2
1自
民
w
g
は
田
ロ
＋

i
＋
ザ
＼
割
引
の



H
v
－

P
で
あ
る
の
で
解
脱
慧
と
な
す
こ
と
を
得
る
。
こ
の
解
脱
慧
は
客
体
的
に
確
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

自
覚
的
に
お
し
進
め
、

到
達
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
確
立
さ
れ
た
概
念
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
慧
を

志
向
し
努
力
の
果
に
到
達
せ
ら
れ
た
匂

5
8
g
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
悟
り
を
聞
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
が
、
如
来
智
に
到
る
ま
で
に
は
修
習
が
必
要
で
あ
り
、
修
習
し
た
果
の
悲
で
あ
り
、
＃
誌
が
修
習
を
本
質
に
於
て
蔵
し
て

お
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
な
し
う
る
。
方
便
品
に
は

J1H円
U10恒
印
【
同
町
一
『
仙
ロ
O
口白

W
4
4け
hw門同

HM
－wω円

削
守

H
V

円
丘
町
仙
宮
〈
M
F
E
E
X
P
O昨
日

仏

V
R
B
岱

~ 

＠ 

精
進
禅
智
等
種
々
修
福
誓

-53ー

＠ 

精
進
一
心
修
善
勇
猛
於
此
経
典
遵
奉
智
慧

と
さ
れ
、
こ
の
匂

E
吉
山
は
六
波
羅
蜜
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
薬
草
聡
品
に
は

mEMWE
日

E
E
H
M
g
E
W岱
昌
吉

E
H
4
2
－ow
m
w
S
E
E
u
s
w
l買
と
E
Z
3岳山
lσHHUE3
冒
と
ω
E
E
Z
R
4丘町
M
L
2
2
5
1

円
山

mw門
町
即
日

H
H
U
 

＠ 

今
世
後
世
実
知
之
我
是
一
切
知
者

＠ 

於
是
世
及
後
世
所
知
而
審
為
諸
通
晶
一
容
臼
能
並
日
見

と
あ
る
。

∞ω
B
U
1内

H
W
1司
E
古
仰
は
正
慧
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
目
・
丘
四
以
が
如
来
智
に
到
る
中
間
で
諸
法
実
相
を
知
る
慧
で
あ
る
限

り
、
そ
れ
は
諸
法
実
相
を
諦
観
し
得
る
慧
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
即
ち
、
正
慧
は
一
切
を
U1mHVM同

i
l
σ
E
M
5
5
と
見
る
慧
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
妙
法
華
経
の
実
知
之
、
正
法
撃
の
所
知
経
市
審
の
文
章
は
慧
を
も
っ
て
諸
法
実
相
を
知
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
林
凡
文
も
亦
、



日
）
吋
旬
、
古

31M凶
と
山
口
弘
司
ロ
5
0ロ
g－
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
従
地
涌
出
品
は

σ0門
同
日
比
田
忠
君
似
自
白

E
i
H
V
E官
凶

f
z
E
Sザ

E
2
0
即
位
ぬ

2
5
4帥
廿

問
削
む

5
5品
l:r' 

H
X
5
5
E
 田
町
嗣
円
〈
似
口
H

国
防
口

Mm口
同

σロ山

g百
円
｜
内
E
P
B

5
5丘
官
ロ
片
山

自
己
品

l
冒
と

g
司
弘
氏
比

Bω
ロ片山
W

」
刊
日
。
白
日
向
田
M
W
D
M
W何
回

I>:> 

o‘ co 

と
示
さ
れ
て
お
る
。
こ
の
う
ち
前
者
に
対
す
る
渓
訳
文
は
意
訳
さ
れ
て
お
り
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
後
者
の
文
章
に
対
し
て
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

⑮ 

如
是
諸
菩
薩

神
通
大
智
力

四
方
地
震
裂

比
白
従
中
踊

＠ 

並
日
従
四
方
来

因
明
白
神
足

大
慧
忽
然
現
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即
ち
、
．

H
E
E
l冒
と
思
を
妙
法
華
経
は
大
智
力
、
正
法
華
経
は
大
慧
と
訳
し
て
お
り
、

E
E
n
と
同
一
性
格
の
如
く
で
あ
る
が
、
し
か

し
こ
の
自
己
岡
山
買
と
思
は
菩
磁
の
属
怪
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
の
文
章
で
は
ず
O
E
H
2
E
Z仰
と

自
己

E
l冒
と

sfと
は
同
格
で
あ
り
、
後
者
の
文
章
と
共
に
大
慧
が
菩
薩
の
性
格
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
更
に
同
品
は

吋
仏
門

HEM－mH
匂
】
は
と
国
間
凶
U
1
m
b
E
H
m凶
回
、
戸
℃
白
神
仙

寸
己
出
l
w
p】

H
X
wー

l
W
o
t－

－

om－
門
店
訟
の
mw

古川
WHMO

問
。
回

＠ 

（
阿
逸
汝
当
知
是
諸
大
菩
薩
）
従
無
数
劫
来
修
習
仏
智
慧

＠ 

殖
桔
神
足
博
問
智
慧

と
詰
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
通
力
、
慧
、
聞
の
三
者
を
も
っ
て
］
思
ロ
白
（
智
）
に
於
て
無
量
万
億
劫
に
行
な
わ
れ
た
る
、
と
な
し
得
る

の
で
、
吉
山
口
ωと
匂

S
F仰
と
に
は
相
異
の
存
す
る
事
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
妙
法
華
経
が
修
習
仏
智
慧
と
訳
し
た
の
は
、

菩
薩
が



叫内同門出比

b
E古
仰
い

E
Eを
も
っ
て
古
帥
口
白
を
求
め
修
得
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
L

で
も
智
と
慧
の
取
扱
い
に

於
て
は
相
異
を
認
め
う
る
。
更
に
亦

mwgず
円
宮
山

t14日
円

U1山
田
ヨ
ペ
片
山

E
E
M
g
g円
40

冒
と

g
l
g］E
E一口由同
E
S
m
u
E
B
4
0

時。ω

の
文
章
を

＠ 

志
念
力
堅
固

常
恕
求
智
慧

＠ 

常
行
勤
修

立
於
慧
力

一
切
意
堅

而
無
限
量

と
訳
し
て
い
る
が
、
同
）

E－

B
帥l
l
ぴ
色
白
明
白
一
口
の
ヴ
色
白
田
宮
古
は

σ巳
ω
の］
O
の白昨日

40で
あ
る
の
で
、
於
慧
力
の
正
法
華
経
の
訳
語
と
な
る
が
こ

れ
を
常
行
勤
修

立
一
於
慧
力
、
常
恕
求
智
慧
の
訳
文
は
吉
凶
ロ
也
、
を
求
め
て
修
習
す
る
事
が
考
慮
に
お
か
れ
で
あ
っ
た
も
の
と
想
像
出
来

一回一

う
る
。以

上
例
記
し
た
も
の
が
法
華
経
に
於
け
る
買
白
首
脳
の
使
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
得
る
共
通
な
点
は
、

UEVω
は
古
川
同
ロ
釦
の

如
く
に
完
成
せ
ら
れ
た
も
の
を
示
す
も
の
で
あ
る
よ
り
は
古
似
ロ
釦
に
至
る
階
悌
と
し
て
修
習
す
る
も
の
、
能
動
的
働
を
内
蔵
す
る
も
の
の

意
を
も
た
さ
れ
、
使
用
せ
ら
れ
て
お
る
と
い
い
得
る
。
即
ち
、
そ
れ
は

U
E古
仰
が
菩
薩
の
属
性
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
お
る
こ
と
で
あ
る

併
し
、
法
華
経
中
の
買
丘
町
仰
が
凡
て
か
L
る
意
味
に
於
て
使
用
さ
れ
て
お
る
と
は
云
い
得
な
い
。
即
ち
、

E
岳
ωぬ
mHEM－mH）門知古川同
σ
E
g
E
M同
町

M1
包
F
E－

－

B
ロ
骨

g
E

H
M
N
叶

間
岬

H
H
ω
s
a
mロ削円
H
6
Eロ】）片山〕
g
l
g
w吉
富
宮
守
山
伸
一
色
沼
ゴ
問
。
ロ
芯

E
E

等
の
文
章
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

S
F
J一2
2
u語
、
冒
と
日
は
〕
出
回
口
出
の
使
用
法
と
同
一
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
従



づ
て
、
法
華
経
中
に
は
℃
吋
丘
四
聞
と
古
附
ロ
ω
の
二
日
開
の
語
の
使
用
法
の
反
別
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
く
、
一
応
の
区
別
に
す
ぎ
な
い
と
云

内
ノ
事
で
あ
ろ
う
。

4 

か
L

る
】
）
円
丘
町
高
の
特
色
は
そ
れ
が
百
円
虫
色
R
H
と
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
そ
の
意
義
を
発
揮
す
る
。

3
5
5
x
u
の
語
源
構

成
に
は
古
来
各
種
の
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
二
一
枝
充
思
氏
は
大
智
度
論
の
波
羅
蜜
は
℃
岱

E
〔
自
〕
＋
一
片
山
の
宮

E
E一
位
で
あ
り

真
諦
訳
旧
訳
の
倶
合
論
で
は
匂
m
E
R↓
宮
円
山

B
？
？
仲
間
で
あ
る
と
な
し
て
お
る
。
干
潟
竜
祥
氏
は
官
、

5
5！日片山
l
g
の

E
を
略
し
た
も

の
で
「
彼
岸
に
へ
℃
凶

E
石
）
到
達
せ
る
（
円
片
山
）
こ
と
（
仲
間
）
」
の
立
で
あ
り
、

「
仏
陀
に
な

「
彼
岸
に
到
達
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら

っ
た
そ
の
行
」
の
・
怠
で
、

「
こ
れ
を
行
じ
て
仏
陀
に
な
っ
た
所
の
そ
の
行
」
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
を
行
ぜ
ば
必
ず
彼
岸
に
到
達
し
仏
陀
に

な
る
こ
と
必
定
、
と
な
し
て
い
る
。
更
に
、
宮
m注
。
口
。
ロ
の
仏
教
辞
典
に
は
切
符
m
E＋
｛
＋

Z
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
榊
氏
の
文
典

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は

3
5
Eは
351
（
百
・
ロ
）
の
〉

2
5
E言
。
、
日
は
動
詞
の
語
根
、

Z
は
過
去
分
詞
を
訳
す
接
尾
辞
で
あ
る
と
し

て
な
さ
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
過
去
分
詞
は
そ
の
動
詞
の
完
結
、
或
は
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
状
態
、
時
、
理
由
、
目
的
、
条
件
等

を
表
わ
す
の
で
宮
門
出
向
回
一
話
は
彼
岸
に
到
達
し
た
状
態
を
示
す
こ
と
を
云
わ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
近
刊
行
の
中
村
元
、
紀
野
一

義
氏
の
般
若
心
経
の
註
は
こ
の
点
に
触
れ
て
、
こ
れ
を
智
慧
の
完
成
と
訳
出
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
同
）
円
丘
四
間
百
月
間
吉
山
仲
間
は
慧
の
彼
岸
に
到
達
し
た
こ
と
（
状
態
）
を
示
す
処
の
一
一
一
一
口
葉
、
更
に
慧
の
彼
岸
に
到
達
す
る
道
を
示
し

た
言
葉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
警
職
文
学
か
ら
大
乗
の
菩
躍
思
想
が
あ
ら
わ
れ
、
菩
薩
の
実
践
道
と
し
て
こ
の
買
丘
町
凶
匂
同
日
日
目
仲
間
は
説

示
せ
ら
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
が
、
附
件
前
般
若
波
羅
蜜
経
一
に
は
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仏
告
ニ
舎
利
弗
一
。
詳
薩
摩
詞
時
欲
下
以
二
切
積
智
一
知
申
一
切
法
上
。
当
レ
習
コ
行
般
若
波
経
蜜
一
。

大
智
度
論
は

此
六
波
羅
蜜
能
令
下
人
渡
－
一
極
食
等
煩
悩
梁
著
大
海
一
到
中
於
彼
岸
へ
以
レ
是
故
名
一
一
波
羅
蜜
一
。

と
説
明
し
て
い
る
。
亦
、
阿
見
達
磨
倶
舎
論
は

斉
レ
此
定
慧
波
羅
蜜
多
修
胃
円
満
。
能
到
一
一
白
所
往
円
徳
彼
岸
一
。
故
比
六
名
目
ニ
波
羅
蛍
多
一
。

と
、
般
若
波
羅
蜜
は
慧
の
彼
岸
に
到
る
も
の
を
示
す
と
共
に
、
修
習
・
修
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
υ

従
っ
て

H
V

円丘町
mw

旬
間
話
日
目
仲
間
は
「
こ
れ
を
行
じ
て
仏
陀
に
な
っ
た
処
の
そ
の
行
」
を
示
す
こ
と
か
ら
更
に
、
荘
一
品
を
究
克
し
て
行
く
状
態
を
示
す
も

の
と
し
て
積
極
的
内
容
を
も
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
匂
円
丘

E
の
も
っ
て
い
る
習
修
せ
ら
れ
る
慧
の
志
は
百
円
自
己
仲
間
と
結
び

つ
く
時
に
、
慧
を
修
習
し
て
彼
岸
に
到
る
べ
き
実
践
道
と
な
る
。
彼
岸
は
一
切
法
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、

一
切
積
知
を
得
る
こ
と
で
あ
る

一 回 一

K
Lは
こ
、

7
1
1
 
大
智
度
論
は
次
の
如
く
示
し
て
い
る
。

諸
苦
一
陪
従
一
一
初
発
心
一
。
求
一
二
切
積
智
一
。
於
ニ
其
中
間
一
知
エ
諸
法
実
相
一
慧
是
般
若
波
雑
蜜
。
間
日
。
若
隔
者
不
レ
応
ゴ
一
名
為
ニ
波
羅
蜜
一
。

何
以
故
。
未
レ
到
一
一
智
慧
辺
一
故
。
仏
所
得
智
慧
是
笑
波
羅
蜜
一
。
閃
ニ
是
波
羅
蜜
一
故
。
菩
一
階
所
行
亦
名
ニ
波
維
蜜
一
。
因
中
説
レ
果
故
。
是

般
若
波
縦
蛍
。
在
ニ
仏
心
中
一
郁
夫
レ
名
為
一
二
切
種
智
一
。
菩
一
随
行
ニ
智
慧
一
求
レ
皮
ニ
彼
岸
一
故
名
一
一
一
波
縦
蜜
一
。
仏
己
度
一
一
彼
岸
一
故
。
名
一
二
切

種
智
一
。

即
ち
、
菩
薩
は
仏
を
求
め
て
実
践
す
る
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
仏
の
特
性
は
一
切
種
智
に
於
て
一
切
法
を
見
得
る
こ
と
で
あ
り
、

切
種
智
に
到
る
修
行
道
と
し
て
般
若
波
縦
蜜
が
存
す
る
。
従
っ
て
、
分
別
功
徳
品
説
示
に
よ
る
般
若
波
縦
蛍
を
除
く
修
行
は
一
切
桔
智
に

到
る
方
法
で
は
な
い
故
に
、
か
L
る
修
行
の
功
徳
は
甚
少
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
金
口
一
一
憾
の
実
践
道
と
し
て
の
般
若
波
羅
蜜
は
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
法
華
経
も
般
若
粧
の
忠
恕
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

併
し
、

法



華
経
で
は
冒
と
自
の
使
用
さ
れ
た
の
は
三
十
数
箇
所
を
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
中
H
V
H
旦

E
Z
B
B
E酬
の
語
が
説
か
れ

る
の
は
二
ケ
所
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
切

E
宮
山
門
口
一

5
2一
昨
日
の
内
容
の
説
明
に
つ
い
て
触
れ
て
は
お
ら
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
法

い
華
経
が
般
若
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
を
示
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

法
華
経
序
品
第
一
は

自
巴

5
1
3『

E
z
i
g－
EU1mtllo富
山
町

Z
神宮ぬ
E
m｜
官
同
ロ
雪
印
叶
即
日
信
仰

l
w
a
g町
自
由
冨

1H）
円
丘
町
巴

σ
胃

az－－ぷ
E百
円
片
岡

！
i
m印
式

n
H
B
l
m
ω
R
t
H

（
慈
悲
に
よ
っ
て
生
じ
ら
れ
た
身
心
を
も
っ
て
、
如
来
の
智
、
方
便
化
身
、
大
慧
、
慧
ハ
ラ
ミ
ツ
の
門
に
行
け
り
）

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
釈
尊
が
者
間
脇
山
に
住
し
許
降
降
詞
薩
八
万
人
が
釈
尊
の
回
り
に
集
っ
た
と
す
る
冒
頭
の
筒
所
で
見
ら
れ
る
が

以
レ
慈
修
レ
身
。
善
ユ
入
仏
慧
一
。
通
達
大
智
。
到
ニ
於
彼
岸
一
。
名
称
普
闘
。
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と
の
時
の
菩
薩
等
の
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
漢
訳
諸
経
で
は
妙
法
華
経
の

に
対
し
、
正
法
華
経
は

身
常
行
慈
入
如
来
慧
。
菩
権
最
日
至
大
知
度
無
極
。
従
無
数
劫
多
所
博
問
。
名
達
十
方
。

と
訳
し
て
い
る
。
即
ち
、
妙
法
華
経
は
通
達
大
智
到
於
彼
岸
と
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

B
m同区
l
冒
と
富
山
3

℃
ご
即
同
l
H｝
悶
門
向
同
回
日
時
間

－

－

m
m
t
A
M
 
関
与
巴
円
を
一
句
と
し
て
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
法
華
経
は
普
至
大
智
度
無
極
と
な
し
て
、
妙
法
華
経
と
同
二
塁
院
で
臨

ん
で
お
り
、
両
者
共
に
℃
円
丘
町
帥
の
訳
出
を
一
ケ
の
み
に
留
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
こ
の
文
章
の
前
文
に
於
て

E
2
m
n
o
g－

4
2
5
1
H】

m
g
g∞
｜
宮
S
E
X
T－h

匂

5
3丘
町
（
一
切
心
の
秀
れ
た
到
彼
岸
の
達
成
に
依
っ
て
：
：
：
）
と
語
ら
れ
る
文

・中の
H
V
2
・ω日
出
向

3
3
E一
広
に
於
て
買
旦
自
の
省
略
が
党
文
に
見
ら
れ
る
た
め
に
買
丘
町
広
を
省
略
し
訳
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に



妙
・
正
両
経
共
に
冒
と

g
u阻

E
E一
仲
間
を
般
若
経
の
訳
出
通
り
に
般
若
波
羅
蜜
と
音
訳
し
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
と
云
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

分
別
功
徳
品
で
は

宮内同
1M1向洋
HH白

乱
闘
ロ

mH
匂
悶

E百
円
丹
伸
一

3
8

E
E
l宮
E
B
E
3
8
E
s
t－
冨
S
E
E
M－間宮

J
1
H
q
p
i
i
g
S
E
E
M－
同
昌
弘

FU1帥
E

－
宮
E
E
E可
悶

H
4
1
E
E
Z
H
V
U刊と
g
l
H】同
5
5
2
一5
3

（
そ
れ
は
次
の
如
し
。
市
施
波
羅
蜜
、
持
戒
波
羅
蜜
、
忍
辱
波
羅
蜜
、
精
進
い
が
羅
蜜
、
禅
定
波
羅
蜜
な
り
。
慧
波
羅
蜜
を
も
っ
て
除

く
。
）

と
、
仏
寿
命
長
遠
法
門
を
聞
き
一
念
信
解
す
る
人
の
功
徳
と
、
八
十
万
億
那
由
位
劫
に
於
て
五
波
羅
蜜
を
行
ず
る
人
の
功
徳
と
が
比
較
に

行
ニ
五
波
羅
蜜
一
。
檀
波
羅
蜜
。
戸
経
波
羅
蜜
。
麗
提
波
羅
蜜
。
毘
梨
耶
波
羅
蜜
。
禅
波
羅
蜜
。
除
ニ
般
若
波
羅
蜜
－
。
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な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
妙
法
華
経
は

と
、
党
文
法
華
経
の
説
示
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
正
法
華
経
は

奉
行
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
一
心
五
度
無
極
。
で
あ
り
、
除
般
若
波
経
蜜
の
文
が
欠
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
除
般
若
波
経
蜜
の
文
が
補

助
的
説
明
で
あ
る
た
め
に
省
略
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
に
於
て
は
以
上
の
外
に
℃

B〕

S
E
E
S円
台
同
の
語
が
使
用
さ
れ
る
筒
処
を
見
出
し
得
な
い
。

更
に
、
℃
円
丘
町
mH
同
）
山
門

mwB｛仲間のど

ち
ら
か
の
語
の
み
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
内
容
上
か
ら
℃
円
巳

E
H
V
R
E
E
Z
を
意
味
す
る
と
忠
わ
れ
る
も
の
は
、
前
記
の
℃
R
m
B
m

－

E
3
5
Z
H
V門
担
宮
町
と
百
円

E
E
d
色町向吋
B
P
l
H
5
4凶
3
3
ュE
3
3ロ
弘
山
口

ω白
川
凶

g
g
H
4
5含
ω
訟
の
の

FH
－g
m
w
G
W
3
E
3

4
m
w
i円
M100将
司
間
色
町
3
5ロ
印
ぐ
帥
胃
旦
凡
5
3
4帥
llgaHU同色白
U10仏
（
こ
の
法
門
を
受
持
せ
る
人
は
布
施
・
持
戒
・
忍
耐
・
精
進
・
禅



定
・
智
慧
を
成
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
）
と
に
於
て
見
ら
れ
う
る
。
前
者
は
胃
丘
四
仰
が
省
略
さ
れ
後
者
で
は
H
U

個
目
白
山
口
酬
が
省
略
せ
ら
れ
て

い
る
。
而
し
て
、

HMSF同町闘し
EHEA闘
を
も
っ
て
般
荒
波
羅
蜜
と
音
訳
し
た
の
は
秒
法
華
経
分
別
功
徳
品
一
・
ケ
所
だ
け
で
あ
り
、

更
に

H
M
H

旦
留
を
も
っ
て
般
若
と
訳
出
し
た
例
も
亦
非
常
に
少
な
い
。

法
華
経
が
般
若
経
の
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
が
、
般
若
か
ら
抜
け
出
し
法
華
の
独
自
性
を
主
張
す
る
こ
と
の
た
め

に
、
般
若
波
羅
蜜
に
言
及
し
そ
の
実
践
に
よ
り
仏
智
に
参
入
す
る
と
な
す
立
場
を
忌
避
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
併
し
、
そ
れ

は
般
若
の
思
想
の
拒
否
で
は
な
く
、
般
若
波
羅
蜜
の
思
想
を
他
の
何
物
か
で
語
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
生
の
法
華
経
疏
は
分
別
功
徳
品
の
右
の
箇
所
を
説
明
し
て
、

今
既
聞
説
寿
即
是
服
深
般
若
故
那
由
他
劫
行
五
波
羅
蜜
功
徳
所
不
及
一
也
。
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と
し
て
、
如
来
寿
命
長
遠
法
門
を
聴
受
す
る
こ
と
は
深
般
若
に
服
す
る
こ
と
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
大
智
度
論
七
二
は

般
若
波
羅
蜜
中
、
或
時
分
コ
別
諸
法
空
一
是
浅
、
或
時
説
三
世
間
法
即
同
＝
浬
般
市
一
是
深
、
色
等
諸
法
即
是
仏
法

と
、
般
若
波
羅
蜜
中
に
諸
法
空
と
世
間
法
即
仏
法
の
浅
深
両
般
若
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
る
が
、
羅
什
の
大
品
般
若
経
訳
出
が
四

O
四

年
大
智
度
論
の
訳
出
完
成
は
四

O
五
年
で
あ
り
、
妙
法
華
訳
出
は
四

O
六
年
で
あ
る
処
か
ら
す
る
と
、
羅
什
門
下
道
生
は
般
若
経
及
至
大

智
度
論
の
思
想
的
影
響
の
上
で
法
華
経
を
訳
出
し
た
も
の
と
考
え
う
る
し
、
前
掲
の
道
生
引
用
文
も
そ
こ
に
現
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

換
言
す
れ
ば
、
大
智
度
論
の
深
般
若
の
説
を
も
っ
て
道
生
は
、
如
来
寿
命
長
遠
法
門
の
一
念
信
解
の
功
徳
を
解
釈
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

個
師
ち
、
法
華
経
の
如
来
寿
景
品
の
説
一
不
を
聴
受
し
一
念
信
解
す
る
人
の
功
徳
が
、
般
若
波
羅
蜜
を
除
い
た
五
波
羅
蜜
を
八
十
万
億
那
由
位

劫
に
行
ず
る
功
徳
よ
り
造
に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
な
す
時
、
そ
れ
は
般
若
波
羅
蜜
を
一
念
信
解
に
お
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
華
経



の
特
性
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

一
念
信
解
が
、
般
若
経
に
お
け
る
般
若
波
羅
蜜
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
山
仙
わ
れ
る
。

5 

同封印］

S
E
E
E｛
仲
間
が
慧
を
行
じ
彼
岸
に
度
る
こ
と
を
示
す
も
の
な
ら
ば
、

彼
岸
は

E
E
P
Z
2
H
H
E山
口
問
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吉
富
山
・

8
2旦
宮
口
ω
は
諸
法
実
相
を
知
る
智
で
あ
ろ
う
か
ら
、
一
戸
法
実
相
は
般
若
波
羅
蜜
な
り
、
の
大
論
十
八
が
示
す
ご
と
く
買
包

E

H
V
U

－E
B
R帥
は
諸
法
が
存
在
す
る
姿
を
あ
り
の
俸
に
知
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

同）円と

S
E
E
B
g
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま

吉
富
山
で
あ
る
と
な
す
こ
と
は
出
来
な
い

oMVE百
同
匂
同

E
B
X仰
が
古

MEm－
を
体
得
す
る
道
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
両
者
は
全
的
に
同
一
で

は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
諸
法
実
相
は
一
切
法
が
存
す
る
姿
が
あ
り
の
ま
』
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
客
観
に
お
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け
る
論
理
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
従
っ
て
、
諸
法
実
相
は
主
観
の
確
立
な
し
に
は
存
在
の
意
義
を
失
な
う
。
同
】

E
官同匂町一

E
B一
釘
は
そ
れ

が
生
成
の
義
を
有
す
る
限
り
、
彼
岸
に
行
く
こ
と
を
内
包
す
る
限
り
主
観
と
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、

同々
と

E
B
E
E
S

は
諸
法
実
相
を
見
極
め
る
と
こ
ろ
の
主
観
で
あ
り
う
る
。
主
観
は
客
観
で
あ
る
諸
法
実
相
を
見
極
め
得
た
時
客
観
の
通
り
に
存
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
諸
法
実
相
の
通
り
に
主
観
も
亦
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
L
に
お
い
て
な
し
得
ら
れ
た
主
客
合
一
の
場
面

が
彼
岸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
智
度
論
の
諸
法
実
相
は
般
若
波
羅
蜜
な
り
の
語
は
こ
L

に
お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
即
ち
話
法
実
相

は」可目。
M
S
に
於
て
分
析
・
判
断
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
そ
れ
を
求
め
る
道
程
に
お
い
て
の
み
実
現
可
能
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
法
は
示

す
べ
か
ら
ず
、
ニ
一
一
口
辞
の
相
寂
滅
せ
り
の
妙
法
華
経
の
文
は
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
判
断
す
べ
き
も
の
で
な
く
、

実
践
に
お
い
て
求
め
る
こ
と
、

一
切
は
諸
法
実
相
に
お
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
体
得
す
る
こ
と
、
亦
、
そ
れ
が
法
華
経
の
主
題
で
な
け
れ
ば



工
‘
フ
工
、
。

手
J
p
v
－
寸
J
t
v

方
便
品
第
二
は

’w
ω
E
0
4仙

gsmu均一司
E
E
3
5
5

悶
門
知

σ日
々
凶
器
片
HSEHd
円同げ
R
E
m
H
H戸

a
o臥
mHU1m吉岡山

U1同
仏
日
色
白
召

σロ巳
a
P
P
I－
吋
目
白
伝

一S
E
S
l
o
k

。PR
5己
g
a
i仲
間
匂

m召
話

可

H
3
3
5
3
E
H吋凶器
44Mia匂
巳

。

（
ゐ
一
口
利
弗
よ
、
私
は
一
乗
を
始
め
と
し
て
、
衆
生
に
法
を
説
く
、
即
ち
、
こ
れ
が
仏
乗
で
あ
る
。
舎
利
弗
よ
、
二
乗
或
は
三
乗
は
在
る

こ
と
な
い
。
）

と
一
仏
乗
の
提
示
を
な
し
て
諸
仏
に
依
つ
て
な
さ
れ
た
種
々
の
説
示
説
法
は
全
て
仏
智
を
説
く
た
め
で
あ
り
、
衆
生
を
し
て
一
仏
乗
に
帰

入
せ
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
即
ち
、

同
品
は

F唱ト。
同コ
H ・

由

mwH
．」可。

M
U
酌
円
山
匂
戸

RHH
σ戸

門
同
門
凶

HH骨

σHMm凶
ぬ
白

4HHロ
片
山

owω
ロJ

F

。
司

mw

M1mHロ
山
口
回

記河内
W
U
P
U
－ω
回
何
回
件
叶
〈
仲
ロ
酌
口
同

島

5
3
5
B

-62-

内
山

σ仇
山
白

M1日
明
一
可
山
口
己

u

－mw門
同

日

amwB

σロ注
E
l
U
1
2
a
回
目
凶
吋
〈
釦
｜
l
｝
即
位
仲
間
耐

l
i匂
mw吋
一
可
仰
ぐ
山
田
山
口

mw円

MV
M1白

・
円
山

広
告
H
Z
F品
E
m
l］

E
B

合
芯
gmW118日
邑

8
8官
民

む2
aJ 

（
舎
利
弗
よ
、
か
の
諸
仏
世
尊
は
一
乗
を
始
め
と
し
て
、
衆
生
に
法
を
知
ら
し
め
る
。
即
ち
、
こ
れ
が
仏
乗
で
あ
り
、

一
切
智
の
究
寛

で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
、
如
来
の
智
見
安
立
で
あ
る
。
）

と
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
時
に
わ
た
り
諸
仏
は
衆
生
を
し
て
如
来
の
智
見
を
獲
得
せ
し
め
る
べ
く
努
力
す
る
事
を
示
し
て
い
る
。
如

来
の
智
見
は
仏
智
見
で
あ
り
、
諸
法
実
相
を
見
究
め
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
故
に

z
v
E
E
E
O
S
E
a
m
s日
目
白
l
忠
臣

男
mHW吋昨日
b
g
a
F
2
B
S
ω
国
白
血
帥

HVEσ
げ
岡
田

g
z



主
任
守
同
ヴ
ロ
広
島
官

a
i－－
B
S
E
B
E
E
S帥

UHmw似品
川
凶
凶
刊
日
明

U1mロ
件
、
山
口

4Fm口
同
ゆ
何
回

llU1卸
口
間
口
同

色
町
日
目
白
l
a
E
5
4
色
町
民
自
白
l
E
3
5
m己
創
召

S

口一

4
m
l
o即時
E
S
S
F
E
E
H似
B
m
w
r岱
BHV
ユ日

σ出
血
向
田
山

b
g
σ

。a
E
3．日々
F
一4q
m
w
E包
含

℃

E
H
a
E
M
1一
荷
山
口
片
山
口
匂
仙
一
言

l
w
m
H
M
E
S
E

。、
炉A

〈
法
眼
常
に
存
し
、
法
性
常
に
あ
ら
わ
れ
、
諸
仏
両
足
尊
は
最
勝
を
知
り
、
こ
の
一
乗
を
説
く
で
あ
ろ
う
。
法
住
と
法
位
と
世
間
に
於

て
動
か
な
い
常
住
と
仏
の
悟
り
を
国
土
の
道
場
に
於
て
巧
み
な
る
方
便
で
説
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
）

第
一
期
成
立
の
法
華
経
は
こ
の
一
仏
乗
の
説
示
に
終
始
し
て
お
り
、

一
仏
乗
を
説
く
経
典
で
あ
る
が
故
に
、
仏
の
出
世
の
本
懐
で
あ
る
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は
か
L

る
一
仏
乗
が
諸
法
実
相
の
論
理
の
上
に
お
い
て
こ
そ
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
な
さ
れ
、
こ
の
態
度
が
次
の
如
く
語
ら
せ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

薬
王
よ
。
如
何
な
る
人
に
で
も
、
如
来
の
浬
繋
の
の
ち
に
こ
の
法
門
を
聴
か
ん
人
、
少
く
と
も
一
歌
を
聴
き
一
心
の
提
義
に
で
も
喜
び

を
お
こ
す
な
ら
ば
、
私
は
彼
等
善
男
子
善
女
人
に
無
上
等
正
覚
を
明
示
せ
ん
。

国

E
3
m首
位
守
∞
同
省

2
3
w
o
F
E
E
S
m
g
品
目
ぬ

V
B官

σHMm20仏

E
g
z
g自
己
げ
削

EM10門田
E
E官
田
山
昇
ロ
円

M1帥
仏
〈
邸
、

t
a
E月
m
w
ω
E

H
m
v

∞z
l
H
G
C
 

（
一
切
智
を
如
何
に
し
て
迅
速
に
得
ん
と
思
惟
し
て
希
求
せ
ば
、
彼
は
こ
の
経
典
を
受
持
す
べ
し
。
受
持
者
を
も
亦
あ
が
む
べ
し
）

即
ち
空
を
観
ず
る
も
の
が
石
凶
U
U
で
あ
る
た
め
に
、
℃

E
］
切
削
阿
川
町
凶
司
自
己
一
昨
仰
を
行
ず
る
こ
と
が
仏
に
到
達
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
段



と
し
て
般
若
の
十
地
が
説
示
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
空
・
諸
法
実
相
を
も
っ
て
示
し
、
こ
れ
を
仏
の
慈
悲
の
中
に
摂
入
せ
し
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
仏
乗
を
展
開
し
更
に
法
華
経
経
典
（
こ
の
法
門
）
と
お
き
換
え
る
こ
と
に
依
っ
て
、
五
種
法
師
が
説
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

従
っ
て
、
法
華
経
は
般
若
波
羅
蜜
を
主
体
と
す
る
説
示
で
は
な
く
経
巻
を
主
体
と
す
る
如
説
修
行
が
仏
に
到
達
し
う
る
方
法
で
あ
る
こ
と

を
提
示
す
る
。
胃
丘
町
凶
百
一
言
自
コ
仰
が
法
華
経
に
お
い
て
説
示
さ
れ
ず
、
般
ザ
ポ
の
訳
語
を
見
出
し
得
な
い
理
由
も
、

か
L
る
法
華
経
の
あ

り
方
に
存
す
る
と
い
い
う
る
。

而
し
て
、
経
巻
の
如
説
修
行
を
強
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
大
衆
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
説
示
の
中
に
時
間
性
が
展
開
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
諸
法
実
相
の
思
想
は
存
在
す
る
も
の
の
あ
り
の
ま
L

の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
で
そ
れ
は
存
在
す
る
も
の
が
あ

る
限
り
認
め
ら
れ
る
考
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、

一
仏
乗
の
世
界
は
一
刺
那
の
も
の
で
あ
る
筈
は
な
く
、
永
遠
の
時
間
に
わ
た
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る
処
の
考
え
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
阿
合
経
の
仏
の
出
世
未
出
世
に
か
L
わ
ら
ず
こ
の
法
は
常
住
な
り
、
に
お
け
る
こ
の
法
は
仏
陀
の
教

説
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
仏
陀
の
教
説
は
仏
陀
が
覚
者
と
な
っ
た
に
し
ろ
、
或
は
な
り
得
な
か
っ
た
に
し
ろ
常
住
の
も
の
で
あ
り
、
常

住
の
姿
を
仏
陀
は
悟
り
教
説
と
な
し
展
開
し
た
も
の
と
な
し
う
る
。
そ
し
て
、
法
華
経
教
説
の
諸
法
実
相
・
一
仏
乗
は
仏
陀
の
教
説
の
発

展
的
姿
で
あ
る
故
、
法
華
経
教
説
も
亦
常
住
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
期
成
立
の
法
華
経
は
こ
の
点
を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
し
て

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
多
宝
如
来
の
法
身
仏
と
釈
迦
牟
尼
仏
の
応
身
仏
と
の
合
一
を
も
っ
て
、
仏
の
あ
り
方
を
象
徴
的
に

表
現
せ
ん
と
し
て
い
る
。
仏
の
悟
り
の
円
容
た
る
縁
起
・
諸
法
実
相
等
を
人
格
化
し
た
法
身
と
こ
の
理
法
を
体
得
し
た
人
で
あ
る
応
身
を

並
座
す
る
こ
と
に
依
り
、
教
説
と
教
説
体
得
者
と
の
合
一
、
過
去
と
現
在
と
の
合
一
を
果
さ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
者
合
一
は
過
去
の

中
に
現
在
が
存
し
、
現
在
の
山
中
に
過
去
の
存
す
る
こ
と
を
示
す
が
、
そ
れ
が
永
遠
の
未
来
に
続
く
た
め
に
は
未
来
を
象
徴
す
る
何
物
か
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
役
割
を
負
っ
た
も
の
が
涌
出
品
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
涌
出
品
は
行
動
者
｜
｜
法
華
経
弘
通
者
｜
｜
の
説
示
で



あ
る
た
め
に
、
そ
こ
で
は
説
法
場
面
の
転
換
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仏
陀
の
悟
り
を
平
面
的
に
論
述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

行
動
の
中
に
於
て
教
説
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
。
）

序
品
か
ら
の
法
華
経
説
法
舞
台
は
老
日
間
掘
山
を
中
心
と
し
た
場
面
で
あ
っ
た
が
、
泊
出
品
以
後
は
仏
の
悟
り
の
世
界
を
舞
台
と
し
た
虚

空
出
向
山
岡
宮
の
場
面
に
移
動
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
仏
陀
の
悟
り
は
現
実
を
あ
り
の
ま
h

に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
り
の
ま
L

に
見
た
通
り

に
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
仏
の
悟
り
の
世
界
を
舞
台
と
す
る
こ
と
は
仏
の
行
動
の
説
示
の
世
界
で
あ
る
と
い
L
う
る
。
そ
れ
故
、

行
動
者
・
未
来
の
弘
通
者
と
し
て
示
さ
れ
た
地
涌
の
菩
薩
は
成
空
を
住
処
と
す
る
。
そ
れ
は
仏
の
悟
り
の
内
容
で
あ
り
、
仏
の
意
の
通
り

に
実
践
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
労
作
が
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
る
久
遠
の
開
制
に
発
達
す
る
。

如
来
に
よ
っ
て
三
界
は
実
の
如
く
、
生
ぜ
ず
、
死
せ
ず
、
消
滅
せ
ず
、
発
生
せ
ず
、
行
か
ず
、
吹
も
消
さ
ず
、
存
在
に
非
ず
、
非
存
在

に
非
ず
、
真
に
非
ず
、
非
真
に
非
ず
、
如
に
非
ず
、
非
如
に
非
ず
、
虚
妄
に
非
ず
、
非
虚
妄
に
非
ず
と
見
ら
れ
た
り
。

の
如
来
寿
量
品
の
文
章
が
か
L

る
仏
の
あ
り
方
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
仏
は
一
切
を
あ
り
の
ま
』
に
見
る
も
の
で
あ
り

そ
の
よ
う
な
態
度
が
永
遠
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
は
仏
に
お
け
る
生
き
方
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
伽
耶
始
成
が
否
定
さ
れ
う
る
理
由
は
な
り
た
ち
う
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
仏
の
慈
悲
は
広
大
無
辺
で
あ
り
、
且
つ
、

）
切
衆
生

は
本
来
仏
の
中
に
お
い
て
住
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
分
別
功
徳
口
聞
が
一
念
信
解
を
強
制
す
る
点
も
こ
の
よ
う
な
法
華
経
の
あ
り
方
に

存
す
る
と
い
い
う
る
。

6 
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一
念
信
解
は

owm
立
浮
か
宮
門
出

wmw
、℃

M1
史同町一

E
己
丘
同
己
匂
凶
九
日
付

ω
d
E
b
E
b
a
H回以
HMogw吋
片
山
戸
（
一
心
を
生
じ
解
脱
を
生
じ
、
信
心

を
な
す
）
の
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
心
の
あ
り
方
、
が
、
あ
り
の
ま
L

に
一
切
を
見
る
も
の
の
見
方
が
主
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

且
つ
、
経
巻
が
絶
対
な
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
そ
れ
は
法
門
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
心
と
解
脱
と
信
心
で

あ
ろ
う
。
解
脱
は
仏
教
の
根
本
的
思
想
で
あ
り
、
諸
法
実
相
を
知
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
解
脱
に
は
一
心
や
信
心
が
と
も
な
わ
な
け

れ
ば
実
践
的
機
運
を
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
即
ち
、
こ
」
に
お
い
て
経
巻
供
養
の
立
場
が
発
展
す
る
と
忠
わ
れ
る
。
同
じ
く
一
念

随
喜
を
説
く
法
師
品
第
十
は

多
有
レ
人
在
家
出
家
行
三
誓
躍
道
一
。
余
不
レ
能
レ
得
六
見
－
一
間
読
三
一
論
書
四
持
供
五
養
是
法
華
経
一
者
。
当
レ
知
是
人
未
三
善
行
ニ
菩
薩
道
一
。
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と
述
べ
て
経
巻
の
受
持
、
読
・
一
一
調
等
を
主
張
し
て
い
る
。
是
法
華
経
は
党
文
の
日
目
白

E
E
H
R
E
m宮
ー
門
司

mwM1お
の
訳
文
で
こ
の
法
門
の
意
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
此
の
法
門
は
法
華
経
で
あ
る
た
め
に
法
華
経
と
訳
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
分
別
功
徳
品
は
こ
の
法
門
に
つ
い
て
、

山口
g
E
2
5吋日開凶

E
q
m
d・仰と
SFMMm苫
E
U可
S
E
M凶
仲
間
同
岳
民
自
臣
官
『
M1mqmを
使
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
は
如
来
寿
命

法
門
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
併
し
如
来
寿
量
品
が
法
華
経
の
中
心
課
題
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
法
華
経
原
始
分
が
一
貫
し
た
主

張
の
も
の
に
記
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
法
華
経
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
即
ち
、
法
華
経
の
受
持

が
菩
薩
道
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
う
る
。
更
に
分
別
功
徳
品
も
法
門
の
受
持
・
読
・
諦
・
解
説
・
書
写
等
を
な
す
人
の
功
徳

が
無
量
無
辺
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

若
教
レ
人
問
。
若
白
持
若
教
レ
人
持
。
若
白
書
若
教
レ
人
書
：
：
・
供
ニ
養
経
巻
一
。

何
況
読
請
受
持
之
者
。

斯
人
則
為
頂
ご
載
如
来
一
。

．． 



如
来
滅
后
。
若
有
下
受
持
読
諭
為
ニ
他
人
一
説
。
自
若
書
若
教
レ
人
書
供
申
養
衆
僧
主
。
不
須
τ
復
起
ニ
塔
寺
一
及
造
ニ
僧
坊
－
供
申
養
衆
僧
ι。

等
と
妙
法
華
経
は
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
法
華
経
は
一
念
信
解
を
お
し
進
め
る
と
共
に
、
法
門
に
対
す
る
五
種
法
師
を
主
張
す
る
に
至
q

て
い
る
こ
と
を
認
め
う
る
。
五
種
法
師
は
成
立
し
て
い
る
経
巻
を
予
測
し
な
け
れ
ば
出
来
得
な
い
主
張
で
あ
り
、
経
巻
が
そ
の
ま
h

仏
身

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
の
文
中
に
於
て
、
経
巻
供
養
を
な
す
も
の
は
如
来
を
肩
に
負
い
如
来
と
共
に
歩
む
も
の
で
あ

る
と
な
さ
れ
、
経
巻
を
牧
め
る
た
め
の
寺
の
巴

q
cを
建
立
す
ペ
き
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
華
経
に
見
ら
れ
る
実
践
法

規
は
、
経
巻
に
対
す
る
も
の
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
法
華
経
が
般
若
経
の
影
響
下
に
成
立
し

な
が
ら
も
、
般
若
に
つ
い
て
の
説
示
説
明
、
般
若
波
羅
蜜
の
訳
語
す
ら
も
記
し
て
お
ら
な
い
の
は
、
般
若
波
羅
蜜
を
も
っ
て
、
よ
り
積
極

的
実
践
体
系
に
於
て
表
現
せ
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
実
践
体
系
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
、
五
種
法
師
で
あ
り
、

一
念
信
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解
経
巻
供
養
で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
如
説
修
行
の
考
え
は
か
h

る
背
景
に
於
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

u
s
g
m
E
S
2
E
m
l
E弓
母
印
官
舎
創
刊
白
河

g
S
5
5
4悶
E
召

3amu－o
o
o
E
－g
m品
目
内
明
山
口
司
仰
ぐ
創

4日

4
8
m・
4削
色
町
ヨ
ロ
O
D釦

S
R旦
E
Z
4似
国
回
同
志
似
合
M
1
0
巳

（
こ
の
法
門
を
受
持
せ
る
人
は
（
善
男
子
善
女
人
）
布
施
・
持
戒
・
忍
耐
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
を
成
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
）

と
、
法
華
経
経
巻
を
受
持
す
る
人
は
そ
の
ま
』
で
六
度
を
行
ず
る
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
文
章
を
妙
法
華
経
で
は

況
復
有
ν
人
能
持
ニ
是
経
－
。
兼
行
ニ
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
一
心
智
慧
一
。
其
徳
最
勝
無
最
無
辺
。

と
語
っ
て
、
こ
れ
が
、
註
釈
者
等
に
よ
っ
て
兼
行
六
度
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
併
し
、
法
華
経
を
受
持
す
る
功
徳
が
無
量
無

辺
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
強
調
す
る
経
典
が
、
再
び
兼
行
六
度
を
主
張
す
る
こ
と
は
解
し
か
ね
る
処
で
あ
る
。
更
に
、
同
品
の
内
容
は
法



問
場
受
の
功
徳
が
般
若
波
羅
蜜
の
行
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

一
念
信
解
を
も
っ
て
般
若
波
羅
蜜
に
お
き
か
え
、
次
で
、

一
念
信
解
が
法
華

経
経
典
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
経
巻
に
対
す
る
五
種
法
師
の
行
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
故
に
、
兼
行
六
度
、
正
行
六
度
を

改
め
て
主
張
す
る
こ
と
は
解
し
兼
ね
る
処
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
換
言
す
れ
ば
般
若
経
の
法
華
経
に
対
す
る
影
響

は
強
い
も
の
で
あ
り
、
法
華
経
は
般
若
波
羅
蜜
を
も
っ
て
、

一
念
信
解
と
お
き
か
え
、
五
種
法
師
、
如
説
修
行
を
説
き
、
経
巻
に
対
す
る

信
仰
を
も
っ
て
実
践
的
に
解
釈
せ
ん
と
し
た
も
の
と
の
考
察
が
出
来
う
る
と
い
い
う
る
。

1
1
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l
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